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第１学年○組 数学科学習指導案 （少人数等質集団学級）

指導者 ○○ ○○

１ 単元名 変化と対応

２ 教科研究主題との関連

問題解決の授業とは、課題から問題を見つけ、その問題を解決していく型の授業であ

る。この問題解決の過程を通して、主体的に問題に取り組む生徒を育成することを本校

の数学科では目標としている。本授業では、少人数グループを作り、グループ活動を通

して、問題解決をしていきたいと考える。具体的には問題を発見する場面や問題を解決

する場面で、生徒が自分だけでなく他人の考えを活かしながら考え、数学的な表現や、

見方や考え方が身につくようにしていきたい。この学び合う授業を通して自ら考え、問

題に主体的に取り組む生徒を育成したい。

３ 本時の指導

（１） 目標 表・式・グラフを利用して、身のまわりの問題を解決することができる。

（数学的な見方や考え方）

（２） 展開 （本時１５／１９） ※表現する力を育成する取り組み

時配 学習活動と内容 支援及び指導上の留意点

形態 ◎評価（規準：方法）

２分 １ 学習課題を把握する。

一斉

袋の中に画びょうがたくさん入っている。一つ一つを数えることはしない

で個数を求めるには、どのようなことがわかればよいですか。

５分 ２ どのようなことがわかればよいかを考え ・実際に画びょうの入った袋を

個人 る。 見せて、学習課題を理解しや

↓ ・画びょう１個の重さ すくする。

グループ ・袋の重さ ・１つ見つけることができたら、

・画びょうの入った袋全体の重さ 他にもないか考えるように声

・画びょう全部の重さ をかける。

・画びょう１個の体積 ※気づいたことをノートに記述

する時間を確保する。

３分 ３ 個数を求めるために必要な条件を発表す ◎画びょうの個数を求めるため

一斉 る。 に必要な条件を見つけること

ができたか。

（見方や考え方：ノート・発表）

２０分 ４ 学習問題を確認する。

個人

↓ 袋の中に画びょうがたくさん入っている。袋全体の重さは８２０ｇであっ

グループ た。画びょうを２０個取り出し、その重さを量ったら６０ｇであった。また

袋だけの重さを量ったら１００ｇであった。

このとき、袋の中には画びょうが何個入っていたでしょうか。
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・計算する。 ・考えの進まないグループには、

８２０－１００＝７２０ 袋を別にして画びょう全体の

６０÷２０＝３ 重さはどうすれば求められる

７２０÷３＝２４０ か考えられるようにする。

２４０個 （袋全体の重さ）－（袋の重さ）

＝（画びょう全体の重さ）

であることを確認する。

・表にする。 ・関数の関係を表すには、表・

ｘを画びょうの個数、ｙを画びょう全体の 式・グラフを使って表すこと

重さとして、 を確認する。

ｘ ０ 20 ？

ｙ ０ 60 720
・思考の進まないグループには、

ｘを画びょうの個数、ｙを袋全体の重さと まず表に表してみることを助

して、 言する。

ｘ ０ 20 ？

ｙ 100 160 820

・式にする。 ・１つの方法でｘ、ｙの関係を

ｘを画びょうの個数、ｙを画びょう全体の 表すことができたら他の方法

重さとして、 を考えるように指示をする。

ｙ＝３ｘ（０≦ｘ≦２４０）

ｘを画びょうの個数、ｙを袋全体の重さと

して、

ｙ＝３ｘ＋１００（０≦ｘ≦２４０）

・グラフにする。 ◎表・式・グラフを使って画び

ｙ ょうの個数を求めることがで

きたか。

720 （見方や考え方：ノート・発表）

20

Ｏ 3 ? ｘ

１５分 ５ 画びょうの個数の求め方を発表する。 ・発表ボードを使って、自分た

一斉 ちの意見を前に出て説明する

ようにさせる。

※自分たちの考えを発表する場

面を設定する。

５分 ６ 本時のまとめをする。 ・表・式・グラフからｘ、ｙの

一斉 ・比例の性質について 関係は比例していることを確

認する。


